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Genealogie der Freilichterziehung 1 

K6rperbildungslehre von Pestalozzi 

Satoshi KOBATA 

Die Freilichterziehung trat in den Vordergrund, um die verschiedenen P~dagogischen Verzerrun-

gen, die die Ver~nderungen der Gesellschaftsstruktur seit dem Anfang des 20 . Jahrhunderts mit sich 

brachten, zu Uberwinden. Deshalb ist sie characterisiert, daB man die harmonische Entwicklung des 

Geistes und des Kdrpers von den Kindern fdrdert und auf die Bildung der selbstandigen, schdpferi-

schen Menschen zielt. In diesem Aufsatz handelt es sich um die Idee von J.H. Pestalozzi in Bezug auf 

die Kbrperbildung, wozu die theoretische Grundlage der Freilichterziehung gehbrt. 

Sein ideologischer Einfuls auf die Freilichterziehung und sein ideologischer Zusammenhang mit 

der Freilichteriehung sind folgendermaBen: 

1 ) Pestalozzi behauptete, daB die Kdrperpflege nicht oberfl~chlich sein, sondern eher von den 

Lebensgefuhlen der Kinder erftillt werden soll. Diese Behauptung begrtindete die Idee, daB die vers-

chiedene Tatigkeit in der Freilichterziehung weder ~uBerlich noch formelhaft sein, sondern den 

Kindern die Kenntnisse und die Techniken, die die Kinder richtig entwickeln, geben soll. 

2 ) Die von Pestalozzi betonte Idee der A1lseitigebildung der Pers~nlichkeit, die durch die harmoni-

sche Entwicklung der geistigen, moralischen, und K~rperlichen Kr~ften vervollkommen wUrden, 

beeinfulsste entscheidend die Zielsetzung der Freilichterziehung, auBerdem noch begrtindete die theor-

etische Grundlage der Freilichterziehung. 

3 ) Er erklarte, daB das geistige Verm~gen erst durch die freien und selbstandigen Tatigkeiten der 

Kinder erhdht wird, dann das sich an das schopferische Leben anschlieBt. Dies wurde ein Muster der 

Denkweise, daB man durch die Freilichterziehung auf die Bildung von Selbst~ndigkeit und Sch~pfer-

kraft der Kinder zielt. 

Die Idee von Pestalozzi wurde von J. Dewey in den Vereinigten Staaten ubernommen, und wirkte 

sich vermittels Dewey auch auf die anderen Erzieher von der Freilichterziehung aus. 

Es ist ndtig, die Entwicklungen und Vorg~nge weiterhin zu untersuchen. 
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生じたさまざまな精神的・身体的弊害を克服しよ

うとして，身体的訓練を国民大衆の中に内在化・

定着化しようとする動きが高まってきた。ホール

（G．Sl　Ha11．1844－1924）は，その状況と問題点

を次のように述べている。

　「労働の形式が，ここ10年，20年のうちに根源

的に変化させられただけではなくて，さらに原始

的人間の身体を形成していた基礎的活動は現代工

業の新たな方法によって急激に一掃された。…・

産業の生活は我々の下肢の強さを衰弱させ，変化

に富んだ戸外や田舎での生活の代わりに分化され

た単調な生活が行われるようになった。今や各個

人の仕事は一つの単一な過程の一部を担当するの

みになり，それに先行するまたはその後に来る過

程については殆ど何も知らない。機械は大きな基

幹となる筋肉を休ませ，神経に過重な負担を負わ

す繊細にしてかつ精密な運動に重きをおくように

なった。」1〕

　さらにホールは，こうした傾向は今後益々顕著

になるであろうから，われわれはどのようにして

われわれの神経のエネルギーを保存し蓄積するか

ということが課題であり，そこに身体教育（Moter

Education）の必要性があると説いている。

　一方，20世紀初頭，フイッシャー（K．Fischer．

1881－1941）を指導者とし，青少年の野外での自

然体験の推進を目指して発足した「渡り鳥運動」

（Wandervoge1bewegmg）も，同じく進歩する技

術とめまぐるしく変化する非人間的な社会への抵

抗として出現したものであった。それは，「唯物論

的な文明から逃避しようとする試みであり，簡素

な生活の強調であり，就中，自然への回帰への願

望」4）であった。また，アメリカにおいては伝統的

な野外活動であるキャンプは，シヤープ（L．B．

Sharp．1895－1963）などによって教育キャンプと

して組織化され，青少年の心身の鍛練に資する教

育活動として高く評価されるに至った。2〕

　さらに，第2次大戦後から今日にかけての社会

構造の急激な変化は，各方面に大きな影響を及ぼ

した。アメリカ杜会においては，スミス（J．W．

Smith．190ユーユ975）が指摘したように自然環境の

悪化，深刻化する都市化現象，機械化・コンピュー

ター化，座業の生活，物質万能主義などが人間に

与えた精神的・身体的不安は測りがたいものが

あった。18〕しかもこのような状況は単にアメリカ

のみならず，1960年以降のめざましい経済発展と

技術革新を通して情報化時代を迎えたわが国にお

いてもその影響は深刻なものとなってきた。

　教育の分野においても子どもを取り巻く環境が

著しく変わってきた。即ち，空き地や遊び場の不

足，これに呼応するかのように地域の遊び集団の

消滅と教育力の低下，家庭内の過保護である。こ

うした状況は，当然に挫折感を知らない子，耐性

のない子，自主性・創造性のない子，つまり精神

的にも身体的にも脆弱な子どもたちを生んできた。

就中，学校教育においては，善く生きるため必要

とされる知識や技術を時代とともに増大するまま

に子どもたちに与えようとする動きに対して，「勉

強嫌い」「反抗」「いじめ」「登校拒否」などの問題

が続出している。こうした中で自ら思考し，判断

し，決断し，責任をとることのできる主体的能力，

意欲，能力等を育成して，心身ともにたくましい

人問を養成することが強く望まれている。野外教

育はこのような危機的状況と対決し，子どもたち

の精神的，身体的発展と情緒の安定に貢献し，豊

かな人間の育成に資するものである。なぜならば，

野外教育はこのような状況を克服せんとする社会

的要請の中から生まれ出たものであり，現代の子

どもたちの精神的・身体的発展のうえで欠くこと

のできない糧とされている自然体験・生活体験を

与えることを意図しているからである。それは後

述するように，子どもたちの精神並びに身体の自

然的発展を測ること，および自主性・創造性を育

成することを，自然の中で，自然のもつ教育的要

素を活用して行うところに特質が存在する。

　それでは，この野外教育の理論的基礎はどこに

存在するであろうか。換言すれば，野外教育の思

想的系譜はどこに源を発すると考えられるであろ

うか。というのは一っの理論が成立するに至るま

でには，それを促す国家的・社会的要請はもちろ

んのこと，その典型となった思想がかって存在し，

それが後世に多大の影響を与えてきたという歴史

的事実があるのが普通である。こうした視点に

立ってその源流を探求するならば，まず第1に後

世の教育思想に大きな影響を与えたルソオ（J1J，

Rousseau，1712一ユ778）をあげることができよう。

しかし，彼は人間性の自覚から出発しつつも，社

会等の一切の教育的影響を排除して抽象的な人問

性一般に関する教育を説いた。それは消極教育，

即ち教育をしない教育であった。20〕これに対して

ペスタロッチー（J．H．Pesta1ozzi．1746－1827）は
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常に具体的・特殊的な人問性の教育を思考した。

つまり彼は個々の特殊な教育的事実のうちに教育

的真理を把握した62ユ〕彼の教育理論は体験を基礎

としっっ，その上に立って人問の精神的，道徳的，

身体的諸力の調和的発展を指向したのである。し

かもペスタロッチーは，野外教育と関連の深い身

体陶冶に関する論文を発表しており，その中で自

主的で創造性豊かな運動衝動の重要性を説き，か

つまたそれは身体陶冶を単に身体に止まらず，野

外教育の目標とする全人教育を目指していること

からも，野外教育の思想的源流の一っを彼に求め

ることができる。

　そこで本稿においては，まず野外教育活動の特

質を明らかにし，ついでそれと密接に関連し，大

きな影響を受けたペスタロッチーの身体陶冶論を

中心にしながら，野外教育の理論的基礎付けを試

みることとする。

II野外教育活動の特質

　野外教育は学習活動の視点からみると次のよう

な特質を持っている。

　1）精神ならびに身体の白然的発達を図り，全

　　　人教育を目指す活動であること。

　あらゆる生物と同じく自然的存在としての人間

も精神的にまた身体的に一定の段階を追い，一定

の法則に従って成長・発達する。それは個人の意

思や主観によってはいかんともしがたいものであ

るが故に自然的発達ということができよう。ペス

タロッチーの「合自然性の教育」（Erziehung　der

Naturgem葛ssigkeit）とは，このよう、な自然的発達

を援助すべきであって，これに逆らってはならな

いことを主張したものである。注工）人問は自然の］

員であり，また人問の中に自然性が内在している

から，人問は自然の発展の法則に従い，また自ら

に内在する白然性を尊重しなくてはならないとい

うのである。

　このような自然的発達にとって大きな役割を果

たすのが自然環境である。身体的成長についてい

えば，自然の日光や大気及び空問を十分与えるこ

とが不可欠であるし，精神的発達にとっても人為

的集団，テレビ，パソコン，玩具などのみに接触

し続けるならば，子どもたちの自然的発達は阻害

されるであろう。このような意味において，現代

の子どもに真に必要とされるものは彼等を包摂す

る生活環境全体の自然性である。人為的環境のご

く一部に自然を移植したり，生活時問のごく一部

に自然環境を導入したりするだけではなく，生活

全体が一定期間，自然環境の中で送られることが

必要なのである。そしてこの自然環境がすなわち

大自然であり，それを活用して行われる活動が野

外教育活動である。

　従って，大自然のなかで行われる野外教育活動

は知的側面のみならず，身体的側面を含むもので

ある。例えば登山という行為は，一面において身

体的活動を伴いながら同時に周囲を見る，風の強

さに驚く，空気が流れているのを知るといった知

的・感覚的活動が行われ，全人的な学習活動が展

開されているのである。しかもそれは自己の能力

を最大限に発揮できるという生き生きとしたもの

であり，まさにスミスが指摘したように，「野外に

おける活動は生き生きとして刺激的であり，時に

は感動的でさえあるが故に，青少年の心に訴える

ものを持っている。そこには人為的な動機付けは

必要はない。」19）のである。

　2）体験を基盤として創造性・白主性を育てる

　　　活動であること。

　野外での教育活動は体験を基礎にして，自然の

中で行われるのが普通である。その環境は学校や

家庭におけるような人為的に保護され整えられた

ものではない。従って，大白然の中では予期しな

い現象に遭遇することがしばしばである。例えば

登山中に天候の急変による落雷，山野を駆け巡る

ことによって発生する怪我などである。それだけ

に直面する状況によっては，瞬時の判断と決断が

要求される。相互の協力と知恵の出し合い，つま

り創造性を発揮することが重要視される所以でも

ある。しかもこうした予測できない場での活動は

学習を生き生きとしたものにする。また，このよ

うな偶然に左右される時ばかりではなく，美しい

白然の中に入り込むことによって絵を描き，俳句，

詩，和歌を詠むこともできるし，種々の自然物を

利用して作品を作ることが可能となってくる。こ

のように白然を体験することによって，日常の学一

校生活や家庭生活では果たされない創造性を発揮

する機会が得られるのである。

　一方，子どもの自主的活動は学校教育において

も尊重され，彼等の自主性を伸長することに配慮

されている。しかし，学校のカリキュラムは基本

的には子ども一人ひとりの能力や興味によって作
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成されるよりも，発達段階に応じて要求される一

定の到達目標によって成立する。それに対して，

野外教育におけるプログラムは体験活動を基礎と

するので，各自が自已の責任において自主的に作

成するという特質を持つ。さらにそれを展開して

いく中で，自己の能力を最大限に発揮し努力ずる

ことにヰって，活動のすばらしさとそれを成し遂

げた成功感，成就感を体験する。それは自主性と

自発性に基づくプログラムによらなければ起こり

得ないものである。同時にこうした子どもの自主

性を尊重することは，定められた時間内に活動が

行えるというものでなく，常に試行錯誤の繰り返

しであり，そのプロセスにまた大きな教育的意味

のあることを知るべきである。

　3）自然の持つ教育的要素を最大限に利用する

　　　活動であること。

　人為的な社会環境を主たる生活の場として生き

ている子どもたちにとって，全生活を自然の中で

送るということの意味と影響は非常に大きいもの

がある。この場合，子どもを取り囲む環境全体が

自然であって，環境の一部に自然が取入れられて
いるのではない。このような大自然の中にあらて，

子どもは自然を単なる知識ではなく身体全体で体

験し，人間が自然の一員であることを理解するの

である。また自然の中で生活する場合，子どもは

各種の社会的束縛　　親や教師の指示や命令など

一から脱して，自分の意のま削こ心身を活動させ

ることができるが，その代わりに自然の摂理に従

わなくてはならない。登山する時，水辺活動を行

う時，万全の注意を集中しなければ自然は手厳し

く報復する。子どもは自然の中で生活し行動する

ことによって，自然の強さと厳しさを体験するの

である。さらに広大な自然の中で生活するとき，

子どもはこのほかにも自然の神秘さ，偉大さ，美

しさの前に知的好奇心に燃えることもあれば，運

動への押さえがたい衝動に駆りたてられることも

あろうし，無力感を感じることもあろう。環境と

しての白然は，このように子どもの人格全体に多

大な影響を及ぼすものであり，その教育的役割り

の大きさは測りしれないものがある。

　また自然を学習の促進のために意識的に利用す

る場合がある。つまり自然が子どもの行為の対象

となることを意味している。それは教室で行われ

る間接的な体験を補うものであり，こうした対象

としての自然を積極的に活用することによって学

習効果を高めることができよう。ただし注意すべ

きことは，この場合の自然はあくまでも教育の効

果をあげるための方法上の問題として把えられて

いることであり，このことを明確に認識しておか

なくてはならない。

IlIペスタロッチーの身体陶冶論

　ペスタロッチーの身体陶冶に関する論文は，原

理的には，「ゲルトルートはいかにしてその子を教

うるか」（Wie　Gertrud　ihre　Kinder1ehrt，1801．

以下「ゲルトルート教育法」とレ）う。）の第十二信

であり，具体的には，「身件練習の順序における基

礎体育の試みの入門としての身体陶冶について」

（Uber　Kdrperbi1dung　a1s　Ein1eitung　auf　den

Versuch　einer　E1ementargymnastik，in　einer

Reihenfolgek6rper1icherUbungen，1807．以下

「身体陶冶論」という。）をあげることができよ

う。ただしこの論文は，ペスタロッチーの筆にな

るものと，彼の協力者二一デラー（J．Niederer．

1779－1843）の加筆と思える部分から成り立って

いると言われている。5〕即ち運動衝動や活動衝動

をあくまで自由にかつまた全面的に発達させるこ

とを主眼とするペスタロッチーの主張と，子ども

の活動衝動を機械的な関節訓練として一面的に

「方法化」（Methodisierung）し，「基礎化」

（E1ementarisierung）しようとした二一デラーの

立場が並存している。23〕しかし，それは，ペスタ

ロッチーの身体陶冶に関する考え方を一般的な意

味において取り扱ったものと解すべきであり，し

かも後のシュピース（AI　Spiess．1810－1858）の

徒手体操として発展されるように注目すべき論文

であることは確かである。

　また，晩年の著作である「白鳥の歌」（Schwanen

Gesang，1826）においては技術の教育が論じられ

ており，そこに身体陶冶の原理が含まれているが，

具体的な身体運動や訓練に関する事柄が述べられ

ているわけではない。

　従って，本稿においては「ゲルトルート教育法」．

と「身体陶冶論」を中心に論及を進めていくこと

とする。

　ユ）民衆の救済と身体陶冶

　ペスタロッチーがその長い教育的生活を通じて

夢想にも忘れることの出来なかった関心事の一っ

が民衆（貧民）桂2〕の救済ということであった。そ
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れは彼の身体陶冶に対する考え方にも如実に現れ

ている。まず「身体陶冶論」の序文に該当する部

分からみてみよう。彼によれば，身体陶冶乃至身

体訓練注3〕が真に必要とされるのは文明化された

上流社会の人々ではない。「一般に上流社会の人々

は身体的に衰えない。彼等は成長のための確実な

手段を持っている。そこには楽しい休養があり，

気ばらしさがあり，適当な栄養がある。そこには

あらゆる寒さやあらゆる困難に抗する手段がある。

彼等の鋭い生命力も多くの場合，彼等の金と技術

にしたがっている。」’’）から身体陶冶の必要性は痛

感されない。むしろ身体陶冶の必要なのは民衆で

ある。というのは，彼等の身体には工場の非人問

的かつ外面的な利益のために腐敗と軟弱化の現象

が，父の時代よりも一層深刻に現れてきており，

また経済的貧困と人口過剰，地価，地租税の高騰

および傲優な時代精神が彼等に不安を与え，，その

身体を不具にしっっある。しかも教育の現実は，

子どもたちは身体訓練もされず，休止と麻痒的状

態に置くことが望ましい教育と考えられるような

非人問的な学校が栄えているにすぎない。そのう

え上流階級の身体陶冶の現状は，跳躍，曲跳，舞

踊，撃剣，騎馬等の特殊な技術を目的とする一面、

的な身体訓練がおこなわれている。その結果は，

「絶対に正常に歩くことのできない舞踊家，泳ぐ

ことのできない騎士，いかなる木も斧で切り倒す

ことのできない剣闘士，自分の生活のためには一

本の草をも刈取ることのできない登山家」12）を生

むに至っている。このような一面的で外面的な

個々の技術へと傾斜した身体陶冶に対し，ペスタ

ロッチーは，それが民衆の身体的向上に何の役に

も立たない全くの虚飾以外の何物でもないと鋭い

批判をあびせるのである。さらに体育の教師でさ

え，人問本性の身体諸力の全範囲にわたる，しか

も道徳的ならびに知的素質との関連における心理

学的育成者ではなくなっている。従って，子ども

にとって真に必要な身体的素質の白由な全面的な

開発は殆ど行われていないと指摘するのである。

こうした人問の不具化，病弱化，奇形化した事態

との対決がペスタロッチーの身体陶冶論成立の動

機であった。それ故，彼の身体陶冶論は，例えば，

グーツムーツ（J－C，F－Guts＝Muths．1759－1839）

のように精神文化と結合した身体の完全な発達を

直接自指す8〕とか，ヤーン（F，L．Jahn．1778－1856）

のように愛国心に結び付けての身体の鍛練を意図

する22）というのではなくて，工業の進歩による杜

会的・経済的変革の前に苦しむ民衆の救済という

具体的かつ切実な人問愛の精神がその根底にある

ことを知らなければならない。

　つまり彼は先に述べたように，工場での非人間

的扱い，経済的貧困，麻癖的学校教育，外面的虚

飾のための身体訓練と対決することを意図したも

のであり，そこに彼の思想の基調をみることがで

きる。同時に彼の身体陶冶論は単に身体のみなら

ず，精神的・道徳的諸力との調和的発展牽意図し

た全人教育の理想と深く関わっていることを見逃

してはならない。そこにこそまた全人格的な教育

を目指す野外教育の思想的源流を見ることができ

る。

　2）調和的発展と身体陶冶

　ペスタロッチーは人間性を構成する三大根本力

を精神力（Geisteskraft）心情力（Herzenskraft）

および技術力（Kunstkraft）と呼び，あるいはこ

れを精神的・道徳的・身体的な力と名付け，また

は象徴的に頭（Kopf）と心臓（Herz）と手（Hand）

と表現したことは周知のとおりである。注4〕かれ

の理想とする全人陶冶はこれらの調和的発展に

よって達成される。かくて彼はその「身体陶冶論」

において根本的な立場を次のように述べている。

　「自然は子どもを分離しがたい全体として心臓，

精神ならびに身体の多面的な素質による本質的に

有機的な統一体として与える。白然はこの素質の

うちのどれかを未発達のままにしておくことを決

して決意などしない。自然が働く場合そこでは自

然は子どもの心臓，子どもの精神ならびに子ども

の身体を同時に調和的統一において発達させる。

一つの素質の発達は他の素質の発達と分離しがた

く結び付けられているだけでなくて，さらに自然

はこれら諸素質の各々を他の素質を媒介として，

かつそれを通じて発達させる。心臓の発達は同時

に精神を，精神の発達は身体を発達させる手段と

もなり，そしてそれらはまた逆の関係でもあ
る。」13）

　これらの三大根本力はそれぞれ他を犠牲として

独り跳梁することなく，円満な調和を保って展開

せねばならないのである。そしてそれらの相互関

係についてペスタロッチーは，「基礎陶冶の理念に

っいて」（Ueber　die　Idee　der　EIement　bi1dmg，

1809）において巧みに次のように表現している。
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　「基礎陶冶における道徳実行の過程は子どもの

精神カと身体カを活動させ，精神発達の過程は心

情と感覚器官を活動させ，身体の体操は精神的及

び道徳的の本性そのものを活動させる。これは恰

もよく調子の合った楽器の一弦が，調子よく整え

られた他の諸弦を同時に鳴り響かせるようなもの

である。」7〕

　この比楡に表現されているように，一つの根本

力の発達はそれぞれ他の根本力の発達と密接に関

連し，調和的な相互関係を保つのである。しかし

注目すべきは三大根本力の調和と言っても，身体

の陶冶を，例えばスペンサー（H．Spencer．

1820－1903）のように知育・徳育と平等に位置付

け並列的に考えたのではない。ペスタロッチーに

あっては，身体の陶冶は道徳宗教的教育と調和す

る限りにおいて，始めてその意味を見出だすので

ある。端的な表現をするならば長田の指摘する如

く，身体的なものが知力ならびに道徳的力のよう

な「内的なもの」に対して下位にあるものとして

位置付けられていることを明確にしておかなけれ

ばならない。6〕このような身体陶冶に対する考え

方を，彼の教育学の全体系の中で正当に把握され

ないでは，グーツムーツやヤーンと同様に身体的

完全性を目的とする立場に立つものと解されるこ

とになろう。彼にとって身体陶冶が問題になって

くるのは，宗教道徳的教育を中核とする実践的な

教育の立場との関連においてであることを見逃し

てはならない。ペスタロッチーの徳を重視するこ

うした考え方は，野外教育の目標を設定するに当

たって大きな指針を与えるものとなっている。

　3）技術力の陶冶と身体陶冶

　ペスタロッチーにとって教育の課題は，混沌と

した外界を明断な概念として人問の意識の内に形

成することであるとして，次のように述べている。

　「世界は混沌とした諸直観の互いに流合した海

のようなものとして，われわれの前に横たわって

いる。この直観（Anschaumgen）の中にある混乱

を止揚し，もろもろの対象を区別整頓し，類似し

ているもの，関連あるものをその対象において再

び統合し，それによってこれらのものをわれわれ

に明らかにし，その完全な明白性に従って，われ

われの中における明噺な概念にまで高めねばなら

ない。それ故，教育は相互に流合し，混沌とした

直観を個別的にわれわれに明示し，ついでこれら

の個別化された直観，さまざまに変化する相にお

いて眺めさせ，最期にこれをわれわれの知識の全

範囲と結びつけねばならないのである。かくてわ

れわれの認識は混沌（Verwirrung）から規定性

（Bestimmtheit）へ，規定性から判明性（K1ar－

heit）へ，判明性から明蜥：性（Deut1ichkeit）へと

進むのである。8〕

　このようにペスタロッチーにとって直観はあら

ゆる知識の絶対的基礎であり，これなしにはいか

なる知識も存在し得ないのである。それでは混沌

とした直観の世界は，どのようにして明蜥な概念

の世界になり得るであろうか。ここにおいてペス

タロッチーは，自己の作為としての直観を確かな

真理にまで高まる「直観術」（Anschauungskunst）

の工夫に精進した。その結果，彼をして直観の世

界をその要素に還元して，最も単純な形にするこ

との研究に向かわせることとなったのである。ペ

スタロッチーの教育技術探求の方法は，人間の持

つ知識の要素を単純化する方法にほかならない。

これが即ち「直観のABC」（ABC　der今ns－
chaumg）であり，その単純化の極限が数（Zahl）

形（Form）語（Sprache）・の三要素である。注5〕か

くてあらゆる知的領域における認識は，この三者

が一歩一歩積み重ねられることによって成立する

のである。

　「直観のABC」を強調したペスタロッチーは，

また「技術のABC」（ABCderKunst）を主張す

る。「ゲルトルート教育法」の第十二信において，

それ以前の直観教授論の後を受けて知的教科以外

の技能の陶冶，即ち身体陶冶論が展開される。注6〕

一般に精神陶冶が外からの印象を内的に消化する

ところにあるとすれば，技術力の陶冶は内的衝動

ならびに状態に従って外に働くことにおいて成立

する。ヴィゲットも指摘するように，ペスタロッ

チーの技術力は，「人問精神の所産を外的に形成

し，人問の心臓の衝動に外的の成果と効用を与え，

さらに家庭的ならびに市民的に必要な技能を形成

する諸手段を包摂するものである。」24）従って，そ

れは単に身体的訓練のみではなく，測定術，描画

力，歌唱等の訓練や労作教育まで含む多義的な意

味を持つものである。また，彼にあっては身体の

陶冶も知識の陶冶と同様に最も単純な要素から出

発すべきであるというdそれは「打っ，運ぶ，投

げる，押す，引く，回す，操る，振り回す」9〕など

の動作は，身体的な力の極めて単純なものである



一7一

が，そのうちにあらゆる技能の基礎が含まれてい

る。そしてこの様な運動が，「何百回も交互に行う

ことが確かにできるようになったり，手足を間違

いなく互いに反対の方向に動かしたり，同一の方

向に動かしたりできるようになるまで」m〕の陶冶

の必要性を主張するのである。その陶冶もまた，

直観術の陶冶と同様に人間の自然性に則っとり，

心理学的に配列された練習の過程を辿らなくては

ならない。そしてこの身体陶冶の基礎をなすもの

が「子ども自身の活動への衝動」（der　Trieb　des

Kindesse1bernachT乞tigkeit）であると考えた。

この問題について，ペスタロッチーは，「身体陶冶

論」のなかで次のように述べている。

　「子どもの手は一切を掴もうとする。子どもは

一切を口に運ぶ。彼の足は休みなく動いている。

彼は自己自身と戯れる。彼は一切と戯れる。彼は

一切を捉まえようとすると同時に一切を投げ棄て

る。運動へのこの不断なる努力のうちに，自らの

身体を賭して子どものかかる活動のうちに，白然

は身体的技術陶冶の真の出発点，つまり身体陶冶

についての純粋な基礎的な完全な見解に達するた

めの導きの紐を与えている。子どもが運動し得る

ように自然は子どもの身体のすべての部分に関節

をあたえた。彼の遊戯，彼の運動，彼の活動衝動

は明らかに関節練習以外何ものでもない。」14〕

　かくて，「ゲルトルート教育法」で示された「技

術のABC」は，ここでは関節運動練習として展開

されるのである。このような考え方に対して，体

育の領野においてグーツムーツはそれを器械体操

の準備訓練とみな、し，シュピースは徒手体操にお

いて形式主義的方向に発展させたが，ペスタロッ

チーの身体陶冶は，あくまでも「子どもの自由な

活動衝動」から出発し，「かれの身体的素質の自由

な全面的な開発」15〕を意図したところに一つの大

きな狙いがあった。事実，ペスタロ’ツチーの学校

における身体陶冶の実際をみると次のとおりであ

る。

　「課業後，毎日2回身体的生活が全き豊かさに

おいて楽しまれる。日直の教師は生徒たちと一緒

に散歩するか，または彼等を夏には水浴，冬には

雪滑りか氷滑りに連れてゆく。しかし，もしこの

ような特別の訓練が行われ得ないなら，子どもた

ちは街の直ぐ近くにある広い身体的訓練のために

全く特別に適当した場所に行き，そこであらゆる

種類の身体的訓練を彼等が自由に楽しむに任され

る。子どもたちは彼等の力や好むところにした

がって，さまざまな集団に分けられ，彼等がそこ

において心の蟹積を晴らして楽しもうとする特別

の体操や遊戯を自ら選ぶ。その際，教師が出席し

て全く子どもとして彼等と共に生活するという立

場で，それに参加することは楽しみを倍加し全体

に活気を与える。……こうしたことが身体的強健

さと自然に対する楽しみに少なからず貢献するこ

とは確かである。」

　このようにペスタロッチーの学校が，いかに自

由で白主的な活動が奨励され生き生きとしたもの

であったかが分かるであろう。

　他方において，「技術のABC」を見付けようと

したいま一っの意図は，各個人の家庭的・社会的・

職業的生活のために要求される身体的技能の基礎

を築こうとしたところにあった。このことについ

てペスタロッチーは，次のように言う。

　「子どもは身体的素質の自由な全面的な開発に

よって，力を保持し，個々の仕事をするにあたっ

て自らの快活と健康と能力を失うことのないよう

にしなくてはならない。それによって子どもは，

例えば工場での仕事が止まって，それが藁細工や

藍細工に変わり，紡ぎ縫う仕事が木作りや庭作り

に変わり，糸を織ったりする仕事が廃れるとき，

つまり時代が変化して前者から後者の仕事へと移

り変わってゆくような危急の場合に，鋤鍬を持っ

て作物を植えることのできる能力を失うことがな

いようにしなくてはならない。要するに，子ども

はあらゆる地上の出来事に際して，境遇や環境に

即応して行動することのできる力と熟練とを獲得

していなくてはならないのだ。」16〕

　このことから明らかなように，ペスタロッチー

の身体陶冶は先に触れたように，単に生き生きと

した活動であるばかりでなく，これを一層具体的

な実践的生活に関連付けようとしたところに特色

があるといえる。

　さらに言えば，ペスタロッチーが「子どもの活

動衝動」を基礎にして，そこから「技術のABC」

を見付けようと意図した根底には，身体陶冶を身

体的白然の一般的法則に従わせようとする合理的

要求と，身体陶冶をあくまで各人の家庭的・市民

的・職業的生活に関連させようとする実際的な要

求との統一を図ろうと考えていたと見ることがで

きよう。このことは野外教育の目指すところと一

致するものであり，就中，現代の子どもたちに欠
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落している生きるための生活体験の必要性を鋭く

突いたものとして多くの示唆を得ることができる。

IV　野外教育への影響と関連

　われわれは序説において，野外教育出現の背景

が20世紀初頭から今日にかけての産業構造の変化

を通して，情報化時代へと移行していった社会的

状況の変革の中にあることを指摘した。そしてこ

のような社会構造の変化は，教育の分野にも大き

な影響を及ぼした。具体的に言うならば，子ども

たちの人問形成の糧というべき自然体験・生活体

験の貧困化が顕著に現れてきたのである。野外教

育はこうした各種の教育上の課題と対決し，これ

を克服するために貢献するものであった。なぜな

らば野外教育は，子どもたちの精神ならびに身体

の自然的発展を図り，かつ自主性・創造性を養う

ことを自然の中での体験的諸活動を通して行い，

豊かな人間性の育成に資するものだからである。

　ではこうした野外教育は一体どのような思想的

系譜を持つのであろうか。この問題を近世教育思

想の父といわれたペスタロッチーにその源流を求

めて，彼の「身体陶冶論」を中心に考察を進めて

きた。その結果，野外教育への彼の思想的影響と

関連性は次のように言うことができよう。

　第1にペスタロッチーは外面的で虚飾に満ちた

身体陶冶を最も嫌悪した。即ち，彼は単に見せか

けだけの身体的活動を退け，本当に子どもたちの

生命感覚に溢れたものでなければならないと考え

た。野外教育における諸活動も形式的・表面的な

自然体験活動であってはならないのであって，真

に子どもたちの力となり，生きてゆくために必要

な知識と技術の習得に役立つものでなければなら

ない。つまり野外教育は，子どもたちが教師や指

導者が意図した計画にしたがって活動させられる

のではなくて，自らが精神ならびに身体を積極的

に働かせるものでなくてはならない。

　第2にはペスタロッチーが終始強調して止まな

かった精神力，心情力，技術カまたは精神的，道

徳的，身体的諸力の調和的発展によって完成する

という全人陶冶の理想は，まさに野外教育の目標

設定に決定的な影響を与えたものであり，野外教

育の理論的基礎を形作ったものといってよかろう。

換言するならば，野外教育の意図するものがすで

に述べたように精神ならびに身体の自然的な発達

を図り，もって全人格的な教育を目指すものとす

れば，その思想的系譜はペスタロッチーにこそそ

の源を発するもの．と言うことができよう。

　第3には彼の「身体陶冶論」で展開された子ど

もの自由な運動衝動・活動衝動を身体訓練の基礎

としていることである。つまりペスタロッチーに

とって，子どもたちの自由で白主活動によって初

めて心情力ならびに精神力が高められ創造的な生

活と結びつくものであった。このことがまた野外

教育において子どもの自主性と創造性を目指す典

型となったものである。

　ペスタロッチーの教育思想の野外教育への影響

を考察してきたが，彼の考え方はアメリカにおい

てはデューイ（J．Dewey．1859－1952）に受け継

がれ，さらにデューイの教育理論の信奉者であり，

野外教育の理論と実践を発展させたシャープをは

じめ多くの野外教育関係者に対しても確固とした

理論的基礎を提供したのである。今後はこうした

野外教育の発展過程を考究していくこととする。

　　　　　　　　　　　注

注1）ペスタロッチーにとって「合白然の教育」とは，

　　　その生涯を貫く教育学の根本原理であった。そ

　　　れは人問固有の本性に従う教育を言い，人間に

　　　内在する諸能カを調和的に発展させることを援

　　　助することである。

注2）ペスタロッチーは，その著作においてder
　　　Arme（貧民）とdas　Volk（民衆）を同様の意

　　　味に使用している。このことは，当代において

　　　は一部の貴族や地主などの特権階級を除いて，

　　　国民の多くρ生活は極めて厳しい状態に置かれ

　　　ていたことを物語っている。

注3）ペスタロッチーにあって，身体陶冶（KOrperbil－

　　　dung）と身体訓練（Kδrperlicher　Ubungen）が

　　　明確に区別されて便用されている訳ではない。

　　　強いて言えば，前者は身体全般についての教育

　　　を言い，後者はそれを実現するための具体的方

　　　法を指していると言えよう。

注4）ペスタロッチーにとって，この三大根本力の調

　　　和的発展についての理論形成は，彼の畢生の事

　　　業であり，それは最晩年の作「白鳥の歌」

　　　（SchwanenGesang，1826）においてようやく

　　　完結をみている。

注5）Wie　Gertrud　ihre　Kinder　lehrtにおいて，第

　　　四信から第六信まで直観の原理と直観のABC，

　　　さらに認識の原型としての数・形・語にっいて

　　　述べている。第八信と第九信では，この立場に

　　　立っての応用編を展開している。

注6）ペスタロッチーの用語法にあっては，「身体陶
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